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奈良県新公会堂で、2府4県の計量関係者が集結 

送
付
す
る
。
申
込
書
は
同
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（

）

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

【
日
時
】　
月
　
日
峨
　
時

11

28

16

〜
　
時
18

【
会
場
】
国
民
会
館
・
住
友

生
命
ビ
ル
　
階
（
大
阪
市
中

12

央
区
大
手
前
2

1

2
）

【
定
員
】
2
2
0
名
（
先
着

順
。定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
参
加
費
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
内
容
に

つ
い
て
：
経
済
産
業
省
計
量

行
政
室
計
量
制
度
見
直
し
担

当
、
電
話
0
3

3
5
0
1

1
6
8
8
、
会
場
・
申
し

込
み
に
つ
い
て
：
近
畿
経
済

産
業
局
消
費
経
済
課
、
電
話

0
6

6
9
6
6

6
0

2
7
、
F
A
X
（
申
込
書
送

付
先
）0
6

6
9
6
6

6
0
8
5
 

　
大
会
で
は
、
近
畿
2
府
4

県
の
各
計
量
協
会
、
計
量
関

係
者
が
一
同
に
会
し
、
現
在

の
計
量
課
題
に
つ
い
て
協
議

検
討
す
る
。
会
員
の
地
位
向

上
を
図
り
、
相
互
の
連
帯
強

調
を
深
め
、
併
せ
て
計
量
思

想
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
来
賓
と
し

て
経
済
産
業
省
幹
部
と
、
柿

本
善
也
奈
良
県
知
事
の
出
席

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
記
念
講
演
は
2
本
立
て
。

経
産
省
小
島
康
壽
産
業
技
術

環
境
局
長
が
「
イ
ノ
べ
ー

シ
ョ
ン
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ

イ
構
想
」に
つ
い
て
述
べ
る
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
千
田
稔
教
授
が
、
あ
と

4
年
に
迫
っ
た
平
城
遷
都
1

3
0
0
年
を
前
に
、
地
元
で

あ
る
奈
良
で
行
わ
れ
て
い
る

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大
蔵
流

春
日
禰
宜
座
に
よ
る
狂
言
会

が
行
わ
れ
る
。 

　
花
日
本
電
気
計
測
器
工
業

会
（
竹
下
晋
平
会
長
）
が
主

催
す
る
「
計
測
展
2
0
0
6

O
S
A
K
A
」
が
　
月
6
日

12

か
ら
8
日
ま
で
の
3
日
間
、

大
阪
市
の
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。

　
同
展
は
計
測
と
制
御
技
術

に
関
す
る
国
内
最
大
の
専
門

展
で
、
関
西
地
区
で
は
隔
年

ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は「
計
測
の
技
と
匠
で
、

夢
へ
の
挑
戦
〜
広
が
る
夢
、

そ
し
て
未
来
は
計
測
と
制
御

か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、　
団
44

体
が
1
2
5
小
間
規
模
で
、

最
新
技
術
と
製
品
情
報
を
提

供
す
る
。

　
併
催
の
基
調
講
演
は
、
東

大
阪
の
人
工
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
理
事
長
を
務
め
る
竹

内
修
氏
を
は
じ
め
、
鉄
道
車

両
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
各
分

野
で
、
関
西
を
拠
点
に
最
先

端
の
活
動
を
続
け
る
講
師
が

登
場
す
る
。
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ミ
ナ
ー
は
　
の
テ
ー
マ
を
用

13

実
施
要
項
 

【
日
時
】　
月
　
日
我
　
時

11

22

13

〜
　
時
　
分

18

45

【
場
所
】
奈
良
県
新
公
会
堂

能
楽
ホ
ー
ル
1
階
（
奈
良
市

春
日
野
町
1
0
1
）

【
内
容
】▽
開
会
の
挨
拶（
奈

良
県
計
量
連
合
会
堀
本
文
男

会
長
）
▽
来
賓
紹
介
と
挨
拶

▽
記
念
講
演
▽
次
年
度
開
催

（1） 2006年（平成18年）10月29日（日）第 2650 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

近
畿
計
量
大
会
、計
測
展
大
阪
、計
量
法
見
直
し
説
明
会
　
陰
面

特
集
・
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協
会
計
量
士
会
連
絡
協
議
会
  隠
韻
吋
面

全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
柑
　
　
　
　
　
　
　
　
     右
面

計
量
法
見
直
し
説
明
会
詳
説
柑
、
光
格
子
時
計
「
秒
の
二
次
表
現
」
に
 宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫
（
1
2
1
）、
社
説
　
　
　
 烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
分
析
工
模
倣
品
調
査
、
愛
知
時
計
汚
染
調
査
、
ほ
か
 羽
面

　
2
0
0
6
（
平
成
　
）
年
度
近
畿
計
量
大
会
が
　
月
　

18

11

22

日
、
奈
良
市
の
奈
良
県
新
公
会
堂
で
開
か
れ
る
。
近
畿
各

府
県
の
計
量
団
体
が
毎
年
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お
り
、

今
回
は
奈
良
県
が
当
番
県
と
な
る
。
計
量
界
の
当
面
す
る

諸
問
題
を
協
議
検
討
し
、
会
員
相
互
の
連
携
を
図
り
、
業

界
の
発
展
向
上
を
目
指
す
の
が
目
的
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
記
念
講
演
や
狂
言
鑑
賞
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

鋤
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会

計
測
展
2
0
0
6
O
S
A
K
A
 

　
月
6
日
〜
8
日
、グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
で
 

12

地
に
つ
い
て
（
滋
賀
県
）
▽

近
畿
計
量
協
議
会
会
長
表
彰

（
2
名
）
▽
狂
言
鑑
賞
▽
閉

会
の
挨
拶
▽
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

計
量
法
見
直
し

近
畿
で
説
明
会

　
計
量
制
度
見
直
し
に
関
す

る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
説
明
会

が
　
月
　
日
午
後
、
大
阪
市

11

28

中
央
区
の
国
民
会
館
・
住
友

生
命
ビ
ル
で
行
わ
れ
る
。

　
申
し
込
み
が
定
員
に
達
し

た
た
め
、
当
初
の
予
定
か
ら

説
明
会
を
追
加
し
、
収
容
人

数
の
多
い
会
場
に
変
更
し

た
。
現
在
は
　
時
か
ら
の
追

16

加
開
催
分
の
み
、
参
加
を
受

け
付
け
て
い
る
。

　
説
明
会
は
2
時
間
程
度
。

参
加
希
望
者
は
、
近
畿
経
済

産
業
局
産
業
部
消
費
経
済
課

宛
て
に
申
込
書
を
F
A
X
で

講
演
2
本
に
狂
言
鑑
賞

意
し
、
来
場
者
の
期
待
に
応

え
る
。

　
同
展
で
は
入
場
事
前
登

録
、
基
調
講
演
、
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ミ
ナ
ー
の
申
し
込
み
を

開
始
し
た
。
同
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（

）
か
ら
各

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い

る
。
事
前
登
録
を
す
る
と
、

入
場
料
が
無
料
に
な
る
。

開
催
概
要

【
会
期
】　
月
6
日
我
〜
8

12

日
画
、　
時
〜
　
時

10

17

【
会
場
】
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ

大
阪
（
大
阪
国
際
会
議
場
、

大
阪
市
北
区
中
之
島
5

3

　
）
51

【
入
場
料
】1
0
0
0
円（
税

込
。
た
だ
し
招
待
状
持
参
者

及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
事
前
登

録
者
は
無
料
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
花
日
本

電
気
計
測
器
工
業
会
展
示
部

（
担
当
：
福
井
）、電
話
0
3

3
5
0
2

0
6
0
1
、

電
子
メ
ー
ル


